
長野市のジビエ振興事業について

長野市農林部いのしか対策課
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Ｈ28.11 「長野市ジビエ振興計画」策定
○捕獲されたイノシシとニホンジカをジビエとして有効活用し、農業被害の軽減と中山間地域の活
性化を図るため、ジビエ処理加工施設の整備を決定

○公設直営で運営開始する

○移動式解体処理車と軽保冷車を導入し、良質なジビエを供給する 等

Ｈ29.2 施設建設地を中条地区（道の駅中条東隣）に決定

【Ｈ29年度】
・施設設計
・ジビエ利用モデル地区
に選定（農水省）

【Ｈ30年度】
施設建設、車両導入、
施設従事者育成 等

Ｈ31年度
運営開始

長野市のジビエ振興事業の取り組みについて

道の駅中条 施設予定地

道の駅中条

主要地方道長野大町線
（オリンピック道路）

移動式解体処理車

車内で内臓摘出・皮はぎ後、
処理加工施設へ運搬
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施設

市北部での捕獲は、軽保冷車等で
移動式解体処理車へ運搬し、一次
処理後、中条施設へ運搬

市南部での捕獲は、軽保冷
車等で中条施設へ直接運搬

Ｂブロック

Ａブロック

ジビエ収集体制（案）

【移動式解体処理車１台】
一次処理（皮剥ぎ～内臓摘出）後、
中条施設へ

【軽保冷車複数台】
捕獲個体（イノシシ・シカ）
の運搬

【ジビエ処理加工施設】
・一次処理（皮剥ぎ～内臓摘出）
・二次処理（脱骨～細分～商品化）
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地域活性化のため地域で優先的に活用するとともに、需要の大きい首都圏等への販売を、一定割
合ずつ行う

施設建設地の住民組織へ
（地元特産品として活用）

中小レストラン等へ
（長野市産ジビエのファン拡大）

市内の観光関連施設、飲食店、
旅館等へ

（誘客ビジネスに活用）

大手事業者へ
（まとまった数量の販売）

首都圏等へ供給地域へ供給

ジビエ肉の安定販売先の
確保

地域経済に波及効果を及ぼす
活用

ジビエ販売方針
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処理加工計画等

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

イノシシ ８６３ ７２７ ５７６ ８１０ ８８０

シカ ３４８ ５１１ ４１９ ５９１ ７０１

合計 １，２１１ １，２３８ ９９５ １，４０１ １，５８１

１ 捕獲頭数

２ 処理加工計画

・施設常駐従事者３名で処理加工を行う

・年間約６００頭（約10ｔ）～１，０００頭（約16ｔ）の処理加工能力を有する
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